
市 議 会 だ よ り （2）第２５２号 2022年（令和４年）２月12日

　市川市議会では、年４回の各定例会で、交渉会派（所属議員３人以上の会派）の代表が市長提出議案等そ

の他市政全般について問う代表質問を行います。６・９・12 月定例会における各会派の発言時間は、原則

３日間の総会議時間を、質問通告のあった会派の所属人数に応じて割り振って決定します。質問は総括質問

者が行う他、補足質問者を立てることができます。ここでは、会派が指定した項目の主な内容を掲載しました。

※ 12 月定例会の代表質問は 11 月 22 日に通告を締め切り、11 月 29 日から４日間の日程で行いました。

の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、

令
和
２
年
度
決
算
で
は
、
本
市

の
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
収

入
は
過
去
最
高
額
を
更
新
し
た

が
、
４
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
増

収
傾
向
か
ら
一
転
し
て
減
収
に

転
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
市
に

お
け
る
４
年
度
の
予
算
編
成
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

待
す
る
効
果
、
保
育
園
や
幼
稚

園
、
小
学
校
な
ど
に
通
っ
て
い

る
児
童
の
い
る
家
庭
へ
の
周
知

方
法
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を

問
う
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
の
市
内
医
療
機
関

へ
の
供
給
は
足
り
る
の
か
。
加

え
て
、
来
年
度
以
降
も
事
業
継

続
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

答

費
用
助
成
に
至
っ
た
背
景
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

に
関
す
る
規
則
で
は
、
本
市
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
の
割
合
が

概
ね
３
分
の
２
以
上
占
め
て
い

る
こ
と
等
を
団
体
登
録
の
要
件

と
す
る
が
、
実
際
の
活
動
が
そ

の
通
り
の
割
合
か
調
べ
る
体
制

は
な
い
。
ま
た
、
営
利
目
的
か

の
判
断
が
難
し
く
、
営
利
使
用

目
的
の
疑
い
が
あ
る
団
体
が
使

い
や
す
い
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
学
校
施
設
で
は
、

営
利
使
用
や
使
用
枠
が
な
い
こ

と
等
の
問
題
が
生
じ
て
お
り
、

使
用
者
の
基
準
を
見
直
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
基
準
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答

本
市
で
は
、
よ
り
多
く
の

団
体
に
活
動
の
機
会
を
提
供
で

き
る
よ
う
基
本
的
に
１
団
体
１

学
校
の
登
録
と
す
る
よ
う
本
規

則
の
改
正
を
視
野
に
入
れ
、
見

直
し
に
向
け
て
関
係
部
署
と
協

議
し
て
い
る
。
ま
た
、
営
利
目

的
で
の
使
用
禁
止
に
つ
い
て
は
、

そ
の
疑
い
を
持
た
れ
な
い
よ
う
、

会
計
の
透
明
化
を
進
め
る
。
更

に
は
、
急
な
基
準
変
更
に
よ
り
、

使
用
者
が
混
乱
し
な
い
よ
う
配

慮
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
内
在
住
者
等
の
割
合
を
ま
ず

は
４
分
の
３
以
上
へ
と
変
更
し
、

段
階
的
に
そ
の
割
合
を
引
き
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

う
に
改
修
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
を
問
う
。

答

現
在
、
同
緑
地
内
の
ト
イ

レ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
内
の
１
カ

所
の
み
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
の
他
、
緑
地
内
を
散
歩
す

る
人
や
虫
取
り
を
す
る
子
ど
も

等
多
く
の
人
が
使
用
し
て
い
る
。

当
該
ト
イ
レ
の
使
用
の
際
は
、

同
セ
ン
タ
ー
建
物
の
北
側
、
ま

た
は
、
東
側
の
入
口
か
ら
靴
を

脱
ぎ
、
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
、

更
に
、
ト
イ
レ
の
前
で
サ
ン
ダ

ル
に
履
き
替
え
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
民

の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
ト
イ

レ
の
み
を
使
用
す
る
人
は
、
建

物
東
側
の
入
口
か
ら
靴
を
履
き

替
え
る
こ
と
な
く
、
土
足
の
ま

ま
使
用
で
き
る
よ
う
、
感
染
対

策
と
い
う
点
も
勘
案
し
て
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
使
用
環
境

の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答

４
年
度
は
、
長
期
間
コ
ロ

ナ
禍
で
制
限
さ
れ
た
市
民
生
活

を
再
び
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
築
い
た
本
市
の
強
固

な
財
政
基
盤
を
生
か
し
、
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
を
見
据
え
、
感

染
対
策
と
日
常
生
活
を
取
り
戻

す
た
め
の
取
り
組
み
の
両
立
に

向
け
た
施
策
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
新
年
度
早
々
に
、
市

長
の
任
期
満
了
を
迎
え
る
た

め
、
４
年
度
の
当
初
予
算
に
つ

い
て
は
、
例
年
と
異
な
り
、
義

務
的
経
費
を
中
心
と
し
た
骨
格

予
算
で
の
編
成
と
な
る
が
、「
行

政
の
継
続
性
」
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
は
、

確
実
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行

に
備
え
る
た
め
で
あ
り
、
期
待

す
る
効
果
と
し
て
は
、
市
民
の

経
済
的
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
制
度
周
知

に
つ
い
て
は
、
広
報
い
ち
か
わ

へ
の
掲
載
や
、
自
治
会
掲
示
板
、

医
療
機
関
、
公
共
施
設
、
保
育

園
や
幼
稚
園
、
小
学
校
な
ど
に

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
と
共
に
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
周

知
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
、
国
か
ら
例
年
通
り
供

給
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
市
民

に
対
し
情
報
周
知
に
努
め
て
い

る
。
来
年
度
以
降
は
意
義
あ
る

事
業
と
認
識
し
て
お
り
、
継
続

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

基
金
は
、
市
民
か
ら
の
多
額
の

寄
附
金
が
き
っ
か
け
と
な
り
設

置
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
想
い

を
受
け
止
め
て
大
き
く
育
て
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
ず
は
経
済
格
差
に
よ
っ
て
子

ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る

機
会
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
分
断
な

く
平
等
に
挑
戦
で
き
る
環
境
を

整
備
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
今
後
、
必
要
に
応
じ
一

般
会
計
か
ら
本
基
金
へ
の
繰
り

入
れ
も
含
め
た
支
援
拡
充
策
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答

本
基
金
は
、
近
年
、
経
済

的
格
差
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
将
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
機

会
を
失
っ
て
い
る
状
況
が
見
ら

れ
る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
、
将
来
に
夢
や
希
望
が
持

て
る
よ
う
設
置
し
た
も
の
で
あ

る
。
今
後
、
市
民
や
企
業
等
か

ら
本
基
金
へ
の
寄
附
を
募
り
、

大
き
く
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
を
見
据
え
、
市

と
し
て
で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
た
め
、
多
方
面
か
ら

意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

用
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
問
う
。

加
え
て
、
４
年
４
月
以
降
に
本

制
度
を
導
入
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
よ
り
早
い
導
入
は
可
能
か
。

答

制
度
導
入
に
向
け
た
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
提
言
書

の
提
出
を
受
け
、
要
綱
を
制
定

し
制
度
導
入
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
証
明

書
は
、
居
住
地
に
関
わ
ら
ず
取

得
、
利
用
で
き
る
家
族
関
係
証

明
書
で
あ
り
、
現
在
は
同
性
向

け
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
証
明
書

の
み
だ
が
、
今
後
対
象
範
囲
が

拡
大
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

自
治
体
間
で
の
利
用
は
、
各
自

治
体
で
制
度
内
容
に
差
異
が
あ

り
課
題
は
あ
る
が
、
市
域
を
越

え
た
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
と
な
る

た
め
、
先
行
自
治
体
と
協
議
し

相
互
利
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

な
お
、
制
度
導
入
に
つ
い
て
は

速
や
か
に
要
綱
を
制
定
し
、
４

年
２
月
１
日
導
入
予
定
で
あ
る
。

大柏川第一調節池緑地のビジターセンター
左上・右上：トイレに至るまでに２回の靴の履き替えを要する

インフルエンザ予防接種費用助成のお知らせ

令
和
４
年
度

当
初
予
算

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

学
校
施
設
使
用

基
準
の
見
直
し

こ
ど
も
た
ち
の

未
来
支
援
基
金

パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
導
入

大
柏
川
第
一

調
節
池
緑
地

問

本
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
は
ピ
ー

ク
時
よ
り
も
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
が
、
い
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
っ
た
等

と
い
っ
た
声
が
多
く
あ
る
。
こ

問

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

８
号
）
で
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成

に
係
る
予
算
が
計
上
さ
れ
た
が
、

費
用
助
成
に
至
っ
た
背
景
、
期

問

市
川
市
学
校
施
設
の
開
放

問

こ
ど
も
た
ち
の
未
来
支
援

問

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

導
入
に
向
け
、
令
和
３
年
５
月

に
設
置
さ
れ
た
市
川
市
多
様
性

社
会
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、

計
５
回
協
議
を
行
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
導
入
予
定
の
民
間
企
業

の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
証
明
書

の
仕
組
み
と
自
治
体
間
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
相
互
利

問

大
柏
川
第
一
調
節
池
緑
地

を
利
用
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
、

学
習
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
家
族

交
流
、
介
護
施
設
の
利
用
等
と

多
様
化
し
て
お
り
、
以
前
か
ら

同
緑
地
内
に
あ
る
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
を
、
靴
を
脱

が
ず
に
使
用
で
き
な
い
か
と
い

う
声
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
市

民
が
同
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ
を

靴
を
脱
が
ず
に
使
用
で
き
る
よ

創

生

市

川

松
永

修
巳

国
松
ひ
ろ
き

石〔
補
足
質
問
者
〕

原
た
か
ゆ
き

稲
葉

健
二

加
藤

武
央

金
子
　
　
正

岩〔
総
括
質
問
者
〕

井

清
郎

公

明

党

西
村
　
　
敦

小〔
総
括
質
問
者
〕

山
田
直
人

久
保
川
隆
志

浅
野

さ
ち

中〔
補
足
質
問
者
〕

村
よ
し
お

宮
本
　
　
均

大
場
　
　
諭

堀
越
　
　
優

※代表質問を行った各会派の名称及び所属議員は、代表質問実施時点のものとしています。




